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現
在
、
Ｊ
Ｒ
双
葉
駅
西
地
区
の
本
格
除
染
が
実
施

さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
来
年
度
か
ら
は
、
平
成
28
年

８
月
に
政
府
か
ら
出
さ
れ
た
帰
還
困
難
区
域
の
取
り

扱
い
に
関
す
る
考
え
方
に
基
づ
き
、
町
の
本
格
的
な

復
興
に
向
け
、
駅
西
地
区
を
は
じ
め
帰
還
困
難
区
域

内
に
お
け
る
町
内
復
興
拠
点
を
、
平
成
29
年
度
早
期

に
は
国
の
認
定
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
構
想

や
計
画
を
作
成
し
、
具
体
的
な
事
業
を
推
進
し
て
ま

い
り
ま
す
。　

　

平
成
31
年
度
供
用
開
始
と
な
る
（
仮
称
）
双
葉
イ

ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
用
地
取
得
も
地
権
者
の
方
々
の

ご
理
解
を
い
た
だ
き
終
了
し
ま
し
た
。
併
せ
て
復
興

シ
ン
ボ
ル
軸
と
な
る
県
道
井
手
長
塚
線
、
町
道
長
塚

両
竹
線
、
町
道
久
保
前
中
浜
線
、
町
道
羽
山
前
沼
ノ

沢
線
の
４
車
線
に
つ
い
て
も
福
島
県
と
連
携
し
な
が

ら
改
良
・
拡
幅
整
備
を
推
進
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
町
の
復
興
の
足
掛
か
り
と
な
る
中
野
地
区

に
産
業
の
再
興
に
資
す
る
企
業
誘
致
や
廃
炉
関
係
の

研
究
施
設
、
人
材
育
成
の
た
め
の
研
究
施
設
の
立
地

を
め
ざ
し
た
「
産
業
拠
点
」
の
整
備
を
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
２
月
18
日
、
19
日
に
は
双
葉
町
中
野

地
区
復
興
産
業
拠
点
の
都
市
計
画
事
業
実
施
に
係
る

説
明
会
を
い
わ
き
市
と
郡
山
市
で
開
催
い
た
し
ま
し

た
。
中
野
地
区
復
興
産
業
拠
点
は
、
そ
の
円
滑
迅
速

な
復
興
及
び
再
生
を
図
る
た
め
、
町
の
都
市
計
画
に

「
中
野
地
区
一
団
地
の
復
興
再
生
拠
点
市
街
地
形
成

施
設
」
と
し
て
位
置
づ
け
、
整
備
い
た
し
ま
す
。

　

公
営
墓
地
の
予
定
地
に
つ
い
て
も
除
染
が
終
了

し
、
平
成
29
年
度
内
の
供
用
開
始
を
目
指
し
て
整
備

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

大
震
災
か
ら
７
年
目
と
な
る
今
年
は
こ
の
よ
う
に

復
興
ま
ち
づ
く
り
計
画
（
第
二
次
）
の
具
現
化
に
向

け
た
取
り
組
み
と
併
せ
て
引
き
続
き
町
民
の
皆
さ
ま

の
生
活
再
建
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

今
年
は
西
日
本
の
日
本
海
側
で
大
雪
に
見
舞
わ
れ

ま
し
た
。
３
月
の
声
を
聞
く
と
春
が
近
づ
い
た
よ
う

な
感
じ
が
し
ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ
寒
さ
の
厳
し
い

日
々
が
続
き
ま
す
。
お
体
に
気
を
つ
け
て
お
過
ご
し

く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

東
日
本
大
震
災
と
東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発

電
所
の
事
故
か
ら
３
月
11
日
で
丸
６
年
の
月
日
が
経

と
う
と
し
て
い
ま
す
。
11
日
に
は
い
わ
き
市
勿
来
町

に
お
い
て
「
東
日
本
大
震
災
双
葉
町
追
悼
式
」
を
挙

行
い
た
し
ま
す
。
震
災
で
亡
く
な
ら
れ
た
方
、
ま
た

ふ
る
さ
と
に
帰
る
こ
と
が
で
き
ず
に
無
念
の
ま
ま
避

難
先
で
亡
く
な
ら
れ
た
方
々
に
対
し
、
心
か
ら
ご
冥

福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

　

１
月
19
日
告
示
の
双
葉
町
長
選
挙
に
お
い
て
無
投

票
当
選
の
栄
に
浴
し
ま
し
た
。
引
き
続
き
３
月
10
日

か
ら
二
期
目
の
町
政
の
舵
と
り
役
を
担
い
ま
す
が
、

初
心
を
忘
れ
ず
、
気
持
ち
を
引
き
締
め
な
が
ら
職
員

と
と
も
に
町
の
復
興
、
再
興
の
た
め
の
課
題
解
決
に

取
り
組
ん
で
い
く
所
存
で
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

昨
年
12
月
に
「
双
葉
町
復
興
ま
ち
づ
く
り
計
画

（
第
二
次
）」
を
策
定
い
た
し
ま
し
た
。「
町
の
復
興
」

と
「
町
民
一
人
一
人
の
復
興
」
を
基
本
理
念
と
し
、

町
の
再
興
、
生
活
再
建
、
町
民
の
き
ず
な
・
結
び
つ

き
を
基
本
目
標
と
し
て
計
画
の
実
現
に
向
け
て
鋭
意

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

町
民
の
皆
さ
ま
へ

震
災
か
ら
６
年
を
迎
え
て

双
葉
町
長

伊
澤　

史
朗
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　平成２８年
　１月　４日

８日

１３日

２１日

２２日

２３日

２５日

双葉町いわき事務所において、東京電力
（株）廣瀬直己社長に要求書を提出
環境省が帰還困難区域内の拠点除染とし
て、町道新山・鴻草線沿いの倒壊家屋等
の除去を開始
自民党環境部会において、環境省からＪ
Ｒ双葉駅西側の平成２８年度における面
的除染実施の決定について説明を受ける
とともに、双葉・大熊両町から地権者交
渉が進まない中間貯蔵施設整備について
要望を実施
自民党県連ふくしま復興本部が双葉町い
わき事務所を訪れ、復興加速に向けて意
見交換
双葉町復興町民委員会が「提言書」を町
長に提出

髙木毅復興大臣が双葉町を訪れ、町内復
興拠点等を視察
常磐線活性化対策協議会からＪＲ東日本
に対し、常磐線の早期の全面復旧や利便
性向上に関する要望書を提出

　２月１９日

２９日

◇ 環境省が、議会全員協議会で今後の中
間貯蔵施設の整備方針等について説明
（４月１１日に２回目の説明）
◇ 町が議会全員協議会で双葉町復興まち
づくり計画（第一次）に基づく事業計
画の改訂等について説明
県がいわき市勿来酒井地区に整備する復
興公営住宅のうち木造戸建ての７２戸に
ついて、入居者募集を開始

　３月２８日 ◇ 「双葉町まち・ひと・しごと創生総合
戦略」を策定
◇ 「双葉町内復興拠点基本構想」を策定
◇ 「双葉町再生可能エネルギー活用・推
進計画」を策定
◇ 双葉町復興まちづくり計画（第一次）
に基づく事業計画（実施計画）を改訂

　４月　１日
１６～
１７日

２２日

金田勇副町長・半谷淳教育長が就任
◇ 環境省が双葉町駅西の除染について説
明会を開催
◇ 双葉町が「双葉町内復興拠点基本構想
（両竹・浜野地区の土地利用計画等）」
に係る説明会を開催

町行政区長会で双葉町内復興拠点基本構
想について説明

　６月１８～
１９日
２２日

２４日

復興シンボル軸事業について説明会を開催

町長が内堀雅雄知事に対して「双葉町・
中野地区復興産業拠点へのアーカイブ拠
点施設の立地について」の要望書を手交
平成２８年度第１回双葉町復興町民委員
会を開催

　７月１９～
２０日

２１日

２２日

２６日

２７日

復興庁、経済産業省、環境省等の関係省庁
に対して双葉町の復興に向けた要望活動
を実施
第１回双葉町復興町民委員会町の復興部
会を開催
双葉町町民会議を開催し、県内の学校な
どの除染土壌等受入れのための町有地の
使用について意見を求めた

第１回双葉町復興町民委員会人の復興部
会を開催
原子力損害賠償紛争審査会が町内を視察

（７月２９日には双葉町行政区長会を、８月
４日には議会全員協議会を開催し、町有地の
使用について了承）

平成平成２８２８年１月からの主な動き月からの主な動き平成２８年１月からの主な動き

3 広報ふたば 平成２９年３月



　８月　８日

９日

１５日

１７日

２４日

２９日

３１日

町長と町議会が山本公一環境大臣に対し
て帰還困難区域の除染の拡大等に関する
要望書を手交
◇海岸防潮堤の復旧工事開始

◇ 今村雅弘復興大臣、世耕弘成経済産業
大臣が町内を視察
勿来酒井地区復興公営住宅内の商業施設
出店者募集開始（～同月３１日）
 ◇上田清司埼玉県知事が町内を視察

◇ 県及び７町村が自民・公明両党に対し
て、全ての避難指示解除及び復興拠点
整備計画の尊重等の要望書を提出
与党が東日本大震災復興加速化のための
第６次提言の中で、帰還困難区域の取り
扱いについて政府に提言
◇ 内堀雅雄知事・福島第一周辺１３市町
村長が経済産業大臣に対して、燃料デ
ブリの確実な取出し及び放射性廃棄物
を県外において適切に処分するよう申
し入れ
◇ 福島県がアーカイブ拠点施設の建設地
を双葉町中野地区に決定
政府が帰還困難区域の取扱いに関する考
え方を決定

　９月 ５日
６日

１０日

山本公一環境大臣が町内を視察
ＵＲ都市機構と復興まちづくりへ向けた
相互協力の覚書に調印
コミュニティーセンターの一部を利用
し、一時帰宅者向けの休憩所をオープン

　１２日

１５日

２０日

帰還困難区域内で初となるガソリンスタ
ンドが営業を再開
議会全員協議会にて、環境省が郡山地区
における中間貯蔵施設の受入・分別施設
及び土壌貯蔵施設について、１０月中の
着工を行い、翌年秋までに土壌の貯蔵を
行う見通しを公表
内堀県知事及び１３市町村長による、東
京電力への福島第一原発事故における炉
心溶融公表問題に係る申し入れ

１０月 ２日
１４日

２６日

３１日

震災以降初の町敬老会をいわき市で開催
町政懇談会の実施（復興まちづくり計画
（第二次）の検討状況や生活サポート補
助金など。１１月２６日まで、福島県内
外１４カ所実施）
町商工会会員を対象に、中野地区復興産
業拠点説明会を開催

環境省が町内の帰還困難区域では初とな
る、双葉駅西地区での面的な除染を開始

１１月 ３日
１５日

２１日

埼玉県加須市と友好都市盟約を締結
環境省が中間貯蔵施設の本体工事（受入・
分別施設、土壌貯蔵施設）に着手
衆議院東日本大震災復興特別委員会が町
内を視察

１２月 ２日 復興庁、経済産業省、環境省等の関係省庁
に対して双葉町の復興に向けた要望活動
を実施

（１１月１１日には、廃炉関連企業等を対象に
説明会を開催）
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　５日

２０日

白河市南湖南団地、白坂団地の鍵引き渡
し式
双葉町復興まちづくり計画（第二次）を決定
　 平成２５年６月に策定した「双葉町復
興まちづくり計画（第一次）」を見直し、
その後策定した長期ビジョンなど町の
復興に係る各種計画の内容も取り込み
ながら、双葉町の復興に係る総合計画
として決定。
　 双葉町の復興まちづくりの基本理念で
ある「町民一人一人の復興」と「町の
復興」を進めるため、この第二次計画
においても、「町の再興」「生活再建」
「町民のきずな・結びつき」の３つの
基本目標の下、今後５～１０年程度か
けて取り組む施策を記載。

　２１日

２２日

東京電力福島第一原子力発電所における
廃棄物関連設備及び施設の新・増設計画
について県、双葉町、大熊町が事前了解

橘慶一郎復興副大臣が町内を視察

双葉町教育委員会移転のお知らせ

生活支援課からのお知らせ生活支援課からのお知らせ 　本年度より３月１１日の応急仮設住宅集会所、談話室
での献花台の設置は行いませんのでお知らせします。生活支援課からのお知らせ

４月より、双葉町教育委員会が双葉町いわき事務所から下記に移転しますので、お知らせいたします。

・

・

※ 直通番号の変更はありませんが、ＦＡＸ番号は変更と
なります。
　 また、いわき事務所の代表番号（0246－84－5200）
からの取り次ぎはできませんので、ご了承ください。
※ 郵送物は双葉町いわき事務所でも受付をいたします。
※ 新しい事務所には専用駐車場がありませんので、双葉
町いわき事務所第一駐車場をご利用ください。
　（事務所まで徒歩 3分程度）

〒974－8261　 福島県いわき市植田町中央１丁目１６－１３エムケービル２Ｆ
TEL： 0246－84－5210　　　FAX：0246－84－5248

■電車でお越しの場合
　ＪＲ常磐線植田駅より徒歩で２分程度

アクセス

双葉町教育委員会

■お車でお越しの場合
　常磐自動車道勿来インターチェンジより１５分程度
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◆停止期間 平成２９年３月１１日（土） 　６時３０分から２３時００分まで（終日）
１７時３０分から２３時００分まで平成２９年３月１４日（火）

【問い合わせ先】　戸籍税務課　戸籍係　☎０２４６－８４－５２０４

　コンビニエンスストア等における証明書等の自動交付サービスについて、システムの改修作業などのた
め、証明書の発行が停止されますのでご注意ください。
　ご迷惑をお掛けしますが、ご理解のほどよろしくお願いいたします。

※コンビニエンスストア等における証明書等の自動交付サービスの利用可能時間は６時３０分から２３時００分までです。

　平成２８年度分は今月末（平成２９年３月３１日）までに支出した経費が対象となります。
　平成２９年４月１日以降に支出した経費は、平成２９年度分申請の対象となりますので、申請の際には
ご注意ください。
　なお、平成２８年度分の申請受付期間は、平成３１年３月３１日（必着）までとなっております。申請に
必要な提出書類の書き方やまとめ方などを、対面で詳しく相談できるよう『生活サポート補助金相談窓口』
を、いわき事務所に開設していますので、ぜひご利用ください。
※ご相談の際には、お送りしました申請書等をご持参ください。

コンビニエンスストア等における
証明書等の自動交付の一時停止について

生活サポート補助金申請について（平成２８年度分）生活サポート補助金申請について（平成２８年度分）生活サポート補助金申請について（平成２８年度分）生活サポート補助金申請について（平成２８年度分）生活サポート補助金申請について（平成２８年度分）

☎  ０１２０－２８０－７０７
≪ 双葉町生活サポート補助金コールセンターもご利用できます。≫

■開設場所：双葉町いわき事務所　住民生活課内
■相談時間：午前８時３０分から午後５時（土、日、祝日、１２月２９日～１月３日を除く）

【問い合わせ先】

秘書広報課　☎０２４６－８４－５２０２

　町では、平成２６年度から町民の方へ「タブレット型情報端末」を無償貸与しておりますが、
このたび、３月下旬を目途に新しい端末を配付する予定です。
　これまでタブレット端末をご利用いただいている方には、「新しい端末配付に関するご案内」

【町民向けタブレット型情報端末貸与事業（ＩＣＴきずな支援システム事業）】【町民向けタブレット型情報端末貸与事業（ＩＣＴきずな支援システム事業）】

新しい端末の配付について新しい端末の配付について

を３月上旬に個別郵送いたしますのでご確認
願います。これまでご利用の無かった方につ
いては、平成２９年４月以降に新規申込みを
行う予定です。
　詳細につきましては、２月１５日発行の「ふ
たばのわ２月号」に同封したお知らせをご確
認ください。

【町民向けタブレット型情報端末貸与事業（ＩＣＴきずな支援システム事業）】

新しい端末の配付について新しい端末の配付について新しい端末の配付について
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　鴻草行政区の平成２９年度の総会及び交流会を
下記の通り開催しますので、参加くださいますよ
うご案内申し上げます。

○日　時 … ４月２３日（日）～２４日（月）
・受　付　午後３時～３時３０分
・総　会　午後４時～５時
・懇親会　午後６時～

鴻草行政区
総会・交流会開催のお知らせ

磐梯熱海温泉「清陵山倶楽部」
郡山市熱海町熱海５丁目５－１８
☎０２４－９８４－２８１１

○場　所 …

１２，０００円
（２９年度生活サポート補助金にて請求可）

○参加費 …

準備の都合上、往復はがきを
３月１７日（金）までにご投函ください。

○その他 …

皆さんの参加を皆さんの参加を
お待ちしています！お待ちしています！
皆さんの参加を

お待ちしています！

　長塚二行政区総会・交流会を下記のとおり開催
いたしますので、ご参加ください。

　平成２８年度新山行政区定時総会を下記の日程
により開催いたします。多くの方のご参加をお願
いいたします。○日　時 … ４月１５日（土）～１６日（日）

・総　会　午後３時～
・交流会　午後６時～

○日　時 … ４月９日（日）～１０日（月）
・総　会　午後１時～１時２０分
・説明会　午後２時３０分～３時
　「復興作業と除草作業について」

東京電力福島復興本社
・講演会　午後３時～４時
　 「双葉町の現状と今後の課題！

双葉町議会の対応策」
　双葉町議会議長

・懇親会　午後６時３０分～

長塚二行政区
総会・交流会開催のお知らせ

新山行政区
定時総会開催のお知らせ

【申し込み・問い合わせ先】
区　長　原中　良博　☎０９０－１９３９－１２０１
副区長　坂本　昌彦　☎０９０－８７８０－９９２１
事務局　永井　幸雄　☎０９０－７３２６－４１３０

磐梯熱海温泉「ホテル華の湯」
郡山市熱海町熱海５丁目８－６０
☎０２４－９８４－２２２２

○場　所 …

磐梯熱海温泉「ホテル華の湯」
（郡山駅西口より送迎車あり）
☎０２４－９８４－２２２２

○場　所 …○申込締切 …３月３１日（金）
準備の都合上、早めの連絡をお願いします。

○申込締切日…３月１７日（金）期日厳守

【申し込み・問い合わせ先】
庶務会計　富澤　政仁１年に１回の総会 ・ 交流会です。

再会を楽しみにしております！

☎  ０９０－９３４８－２２７１
ＦＡＸ ０２４６－３８－９９２８

　自動車税は、４月１日午前零時現在で車検証上の所

有者（割賦販売の場合は使用者）に課税されます。

　自動車を下取りに出したり、他人に譲り渡したり、

廃車した場合等は、平成２９年３月３１日までに必ず

運輸支局で名義変更や抹消登録の手続きを行ってくだ

さい。

　また、車を所有する方がお亡くなりになられた場合

も、必ず運輸支局で相続する方への名義変更や抹消登

録等の手続きを行ってください。

■自動車税に関すること

■自動車の登録手続きに関すること

相双地方振興局県税部課税課　課税第二チーム
　☎０２４６－２６－１１２７

国土交通省東北運輸局　福島運輸支局
　☎０５０－５５４０－２０１５
いわき自動車検査登録事務所
　☎０５０－５５４０－２０１６

【問い合わせ先】

あなたの自動車は
正しく登録されていますか？

大人 ……………… １０，０００円
交流会のみの方 ……５，０００円
家族での参加もできます。

○会　費 …

（２９年度生活サポート補助金にて請求可）

８，０００円
（２９年度生活サポート補助金にて請求可）

○参加費 …
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こころの健康相談統一ダイアル ☎ ０５７０－０６４－５５６

☎ ０１２０－２７９－３３８
☎ ０１２０－２７９－２２６

よりそいホットライン
２４時間対応 （岩手県・宮城県・福島県内からおかけの方）

ゲートキーパーとは
変化に気づく 耳を傾けねぎらう 支援先につなげる 温かく見守る

３月は自殺対策強化月間です
３月は、就職や進学、転勤や転居などにより生活環境が大きく変わり、精神的負担が大きくなる時期です

みんなで取り組もう「いのち支えるゲートキーパー」みんなで取り組もう「いのち支えるゲートキーパー」

医療費一部負担金等免除期間の延長について
　医療費一部負担金等免除の期間が平成３０年２月２８日まで延長されました。国民健康保険と後期高齢
者医療保険にご加入の方については、新しい免除証明書を双葉町から２月下旬に個人宛で避難先住所へ送
付いたしました。
　３月１日以降は今回送付した免除証明書を、医療機関窓口で保険証等と一緒に、提示してください。免
除証明書の提示がない場合や有効期限が切れた免除証明書を提示した場合、被災証明書を提示した場合
は、医療費一部負担金の免除を受けることはできませんので、ご注意ください。
　免除証明書の色と大きさは下記のとおりですので、ご確認ください。

※ 入院時食事療養費、入院時生活療養費の自己負担
分および柔道整復（接骨院等）・あん摩・マッサー
ジ・はり・きゅう師等の施術費、治療用装具費は
免除の対象ではありませんので、自己負担金が発
生します。保険外診療分についても自己負担とな
ります。

健康保険の種類 色 大きさ

双葉町国民健康保険 オレンジ色 保険証と同じ大きさ（縦５．５㎝×横８．６㎝）

後期高齢者医療保険 クリーム色 Ａ４用紙（縦２９．７㎝×横２１㎝）

双葉町国民健康保険被保険者証の更新について
【双葉町国民健康保険にご加入の方】

【双葉町国民健康保険および後期高齢者医療保険にご加入の方】

　平成２９年度の双葉町国民健康保険被保険者証
（以下：保険証）を３月下旬に簡易書留郵便にて、
避難先住所（３月１日時点で役場に登録された避
難先住所）へ個人宛に送付する予定です。同じ避
難先住所でも、郵便事情により配達日が数日前後
することがあります。
　保険証の配達時にご不在の場合は、郵便局に１
週間程度保管されます。保管期間内に郵便局の「郵
便物お預かりのお知らせ」に記載された方法で、
郵便局へ再配達を依頼し、お受け取りください。

　なお、３月下旬は保険証のみの発送で、免除証
明書は同封されません。免除証明書は、２月に送
付したものを有効期限までご使用ください。
　有効期限が切れた保険証等は、自己責任のもと
破棄していただくか、双葉町いわき事務所健康福
祉課までご返却くださいますようお願いします。

【後期高齢者医療保険にご加入の方】

【社会保険等にご加入の方】

　保険証の有効期限は７月末ですので、３月下旬
の送付はありません。保険証の更新時期になりま
したら、広報等でお知らせいたします。

　医療費一部負担金等免除証明書の発行は健康保
険組合等が行いますので、加入されている健康保
険組合等へお問い合わせください。免除証明書の
更新手続きが必要となる場合があります。

【問い合わせ先】　健康福祉課　国保年金係　☎ ０２４６－８４－５２０５

みんなで取り組もう「いのち支えるゲートキーパー」
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平成２９年度　双葉町奨学生募集平成２９年度　双葉町奨学生募集
－ 平成２９年度の双葉町奨学生を次により募集します －

◇申し込み資格

◇貸与期間

◇貸与額（月額）

・ 高等学校（高等専門学校を含む）、専修学校、大
学、大学院に在学する者または平成２９年度入学
予定者。

◇返還の方法
・ 卒業月の６カ月後から１０年以内に、奨学資金の
全額を半年賦で返還していただきます。希望によ
り一括返還することもできます。
・利子は無利子です。

　・申請書の提出場所　
双葉町教育委員会

※郵送での受付も行います。
※ 申し込みを希望される方は、３月１日（水）から双
葉町教育委員会教育総務課において申請書類を交付
します。また、電話での依頼により申請書類の郵送
も行いますので、左記へご連絡ください。

在学校の正規の修業期間

・高等学校（高等専門学校を含む）
・専修学校
・国、公立大学
・私立大学
・大学院

　双葉町に住所を有している方で区域外就学によ
り、避難先の小・中学校に通学している児童生徒の
保護者の方に対し、義務教育を円滑に実施できるよ
う、学校給食費や学用品費等の経費の一部援助を行
います。
　就学援助の申請は、原発避難者特例法により原則
として避難先自治体で実施することになっています
ので、希望される保護者の方は、まず避難先の市区
町村教育委員会、または現在通学している学校へご
相談ください。
　ただし、平成２８年度に双葉町から支援を受けて
いた児童生徒については、平成２９年度も継続とな
りますので後日、申請書等関係書類を送付します。
　避難先市区町村で就学援助の対象者に認定されな
かった場合は、避難元である双葉町が認定・給付し
ますので、双葉町教育総務課にお申し出ください。
後日、申請書等を郵送します。（避難先の市区町村
との重複受給はできません）

　双葉町では、平成３０年成人式を次のとおり予定
しています。詳細が決まりしだい該当者にご案内い
たします。

◆開催日…
◆会　場…
◆対象者…

平成２９年度双葉町児童生徒への
就学援助について

平成３０年
双葉町成人式について

☎ ０２４６－８４－５２１０

☎ ０２４６－８４－５２１０

【問い合わせ先】

【問い合わせ先】

双葉町教育委員会　教育総務課

双葉町教育委員会　教育総務課

平成３０年１月３日（水）
いわき市内
平成９年４月２日～平成１０年４月１日
生まれの方（平成２３年３月１２日以降
転出者も含む）

平成２９年成人式

平成２９年度　双葉町奨学生募集平成２９年度　双葉町奨学生募集平成２９年度　双葉町奨学生募集

※職業能力開発促進法に基づく学校等を含む。
　・経済的理由により修学困難と認められること。
　・ 国、県またはほかの団体から同種類の奨学資金

の貸与または給与を受けていないこと。

◇申し込み手続き
　・申込受付期間

４月３日（月）から５月１２日（金）まで
ただし、家計の急変等により緊急に奨学資金を必
要とする場合は、受付期間を過ぎても採用します
ので、双葉町教育委員会教育総務課までご相談く
ださい。

１５，０００円
２０，０００円
３５，０００円
４０，０００円
４０，０００円

…
……………………………
………………………

……………………………
………………………………
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〇日　　時：
〇集合場所：
〇参  加  費：
 （昼食代込み）
〇申込締切： 【申し込み・問い合わせ先】

・千代田　信一（羽鳥）☎０９０－９４２２－０５９３
　（１９時以降にご連絡ください）

・双葉町復興支援員（ふたさぽ）秋元　
　☎０７０－５５５０－７６４５

・松浦　トミ子（鴻草）☎０９０－３３３４－３９８４

千葉ひまわり会

３月３０日（木）午前８時３０分集合
ＪＲ東京駅丸の内南口改札外
６，５００円程度（予定）

３月９日（木）

目黒川桜クルーズ（乗船）、靖国神社・千鳥ヶ
淵・浜離宮恩賜庭園にて桜鑑賞、ホテル洋食
バイキング
（※はとバスツアー参加）

※ 双葉町以外から避難している方もご参加いた
だけます。
※ ご不明な点などがあれば、お気軽にお電話く
ださい。

千葉県及び近隣地域にお住まいの双葉町民の皆さまへ

公立准看護学院からのお知らせ公立准看護学院からのお知らせ

厚生労働省 福島労働局

◇日　時： 
◇会　場： 

◇会　費：
◇申込締切：

【申し込み先】

【願書の提出と問い合わせ先】

群馬県以外に避難している町民の方の参加も

大歓迎です！友達の輪を広げましょう！

○千吉良髙志（三字） 
　☎０８０－５５６８－７０９１
　　 t.chigira15@gmail.com

☎（０２４４）３２－０９９０
〒９７５－００３６　南相馬市原町区萱浜字巣掛場４５－７６

○双葉町復興支援員（ふたさぽ） 
　☎０７０－５５５０－７６４５（担当秋元・飯嶋）
　　 f-saitama@futabamachi-s.com

３月１６日（木） １２時００分～
 群馬県庁３１階日本料理くろ松県庁店
０２７－２２０－１１３１
（http:// kuromatsu-hodo.co.jp）
 ２，０００円
　３月８日（水）

○
○
○
○

：１０名程度
：３月１６日（木）午前９時３０分
：国語、数学、作文、面接

①入学願書（本学院所定用紙）
②最終学校の卒業証明書又は卒業見込証明書
③最終学校長発行の調査書
以上の書類に検定料 10,000円を添えて出願願います。

：２月２０日（月）～３月１５日（水）
：３月１６日（木）

最低賃金に関するお問い合わせは、
福島労働局賃金室　
　　　☎０２４－５３６－４６０４

平成２８年１０月１日発効
時間額

※ パートやアルバイト
にも適用されます。

※電話またはメールにてお申込みください。
※ 「参加者名」「参加人数」「連絡先」「双葉町の
行政区」をお知らせください。

ＹoＹ（ワイワイ）交流会 in 群馬前橋開催のお知らせ
～ 群馬のソウルフードと群馬県庁からの絶景を堪能 ～

二次募集を受け付けいたします。

「千葉ひまわり会」のバスツアーを計画しています。皆さまのご参加をお待ちしています。

～ バスツアー概要 ～

福島県福島県
最低賃金最低賃金 募 集 人 員

入 学 試 験
試 験 科 目
出 願 書 類

願書受付期間
合 格 発 表

○
○

公立准看護学院からのお知らせ福島県
最低賃金
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　仙台国税局では、バイタリティーあふれる税務職員を募集しています。
　国税専門官は、国の財政を支える重要な仕事を担い、税務署等において、調査・徴収・検査や指導などを
行う税務のスペシャリストです。

　人事院では、国家公務員採用総合職試験（院卒者試験・大卒程度試験）及び一般職試験（大卒程度試験）を
実施いたします。
　申し込みはインターネットにより行ってください。

　このオープンセミナーは、今後就職活動を行う皆さまに国立大学法人等職員の仕事内容やその魅力を
知っていただくためのものです。

なお、申込方法や受験資格等の詳しい内容については、人事院ホームページまたは下記にお問い合わせください。

【開催スケジュール】
〈プログラム〉

〇 職員採用試験の概要及び
採用までの流れについて
〇 各大学の概要及び業務内
容について
〇先輩職員の体験談
〇職員による個別相談会

１：昭和６２年４月２日から平成８年４月１日生まれの者
２：平成８年４月２日以降生まれの者で次に掲げるもの
　 （１）大学を卒業した者及び平成３０年３月までに大学を卒業す
　　　　 る見込みの者
　 （２）人事院が（１）に掲げる者と同等の資格があると認める者

弘前市 ３月２４日（金） １５：００ ～ １７：００ 弘前大学
盛岡市 ３月１６日（木） １５：００ ～ １７：００ 岩手大学
仙台市 ３月　５日（日） １３：３０ ～ １５：３０ 東北大学
秋田市 ３月　８日（水） １６：３０ ～ １８：３０ 秋田大学
山形市 ３月　４日（土） １３：３０ ～ １５：３０ 山形大学
福島市 ３月　７日（火） １５：００ ～ １７：００ 福島大学

・インターネット申込受付期間：３月３１日（金）９：００  ～  ４月１０日（月）［受信有効］
・第１次試験日：４月３０日（日）

・インターネット申込受付期間：４月７日（金）９：００  ～  ４月１９日（水）［受信有効］
・第１次試験日：６月１８日（日）

平成２９年３月３１日（金）
から４月１２日（水）まで

平成２９年６月１１日（日）

受験申込みはインターネット申し込みとする。　　　　
国家公務員試験採用情報NAVI（http://www.jinji.go.jp/saiyo/saiyo.htm）
なお、インターネットで申し込めない場合は、受験申込受付期間前に
仙台国税局人事第二課試験研修係へ連絡する。

国家公務員「国税専門官採用試験」（国家公務員「国税専門官採用試験」（大学卒業程度大学卒業程度）のお知らせお知らせ

国家公務員採用試験のお知らせ国家公務員採用試験のお知らせ

東北地区国立大学法人等オープンセミナー開催東北地区国立大学法人等オープンセミナー開催平成２９年度

平成２９年度

【試験に関する問い合せ先】

【問い合わせ先】

【問い合わせ先】

内線３２３６

仙台国税局人事第二課試験研修係
☎０２２－２６３－１１１１

人事院東北事務局　第二課　試験係　☎０２２－２２１－２０２２

東北地区国立大学法人等職員採用試験事務室　☎０２２－２１７－５６７６

人事院ホームページ　［http://www.jinji.go.jp/saiyo/saiyo.htm］

E-mail：shiken@grp.tohoku.ac.jp

○受験資格 ○受験申込受付期間

○第１次試験日

○受験申込方法

総合職試験（院卒者試験・大卒程度試験）

一般職試験（大卒程度試験）

東北地区国立大学法人等オープンセミナー開催東北地区国立大学法人等オープンセミナー開催東北地区国立大学法人等オープンセミナー開催

国家公務員「国税専門官採用試験」（大学卒業程度）のお知らせ

国家公務員採用試験のお知らせ
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１
月
22
日
、
い
わ
き
市
に
あ
る
勿
来
の

関
公
園
内
の
吹
風
殿
に
お
い
て
、
勿
来
地

区
の
住
民
と
双
葉
町
民
が
そ
れ
ぞ
れ
の
地

区
、
町
の
魅
力
が
書
か
れ
た
カ
ル
タ
を

使
っ
た
交
流
会
が
開
か
れ
、
合
わ
せ
て
約

60
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

交
流
会
で
は
、
勿
来
地
区
の
住
民
か
ら

短
歌
を
募
っ
て
制
作
さ
れ
、
名
所
や
祭
り

な
ど
が
書
か
れ
た
「
勿
来
か
る
た
ん
か
」

と
双
葉
町
が
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
か
ら
寄
贈
し

て
い
た
だ
い
た
「
ふ
た
ば
ふ
る
さ
と
カ
ル

タ
」
が
使
わ
れ
ま
し
た
。
札
を
読
む
声
に

耳
を
澄
ま
せ
、
お
互
い
の
カ
ル
タ
へ
込
め

ら
れ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
か
み
し
め
、
ふ
る

さ
と
の
風
景
を

想
い
浮
か
べ
な

が
ら
、
和
気
あ

い
あ
い
と
し
た

勿
来
＆
双
葉

カ
ル
タ
で
交
流

雰
囲
気
の
中
、
楽
し
そ
う
に
絵
札
へ
手
を

伸
ば
す
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
方
は
「
知
ら
な
い
お
祭
り
や

食
べ
物
が
出
て
き
て
勉
強
に
な
っ
た
」「
ふ

る
さ
と
を
感
じ
な
が
ら
地
区
の
良
さ
を
再

確
認
で
き
た
」
な
ど
と
話
さ
れ
、
お
互
い

の
文
化
に
興
味
を
持
つ
き
っ
か
け
と
な
っ

た
様
子
で
し
た
。

　

今
後
も
カ
ル
タ
を
使
っ
た
交
流
会
が
開

催
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　

２
月
４
日
、
鏡
石
町
の
「
鏡
石
空
港
ボ

ウ
ル
」
に
お
い
て
、
双
葉
町
民
ボ
ウ
リ
ン

グ
大
会
が
開
催
さ
れ
、
26
人
の
方
々
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

開
会
式
で
は
、
栗
田
要
理
事
長
が
「
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
り
、
い
い
汗
を

流
し
て
一
日
頑
張
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
を
し
た
あ
と
、

佐
々
木
清
一
町
議
会
議
長
と
栗
田
理
事
長

に
よ
る
始
球
式
に
よ
り
競
技
が
開
始
さ
れ

ま
し
た
。

　

競
技
は
、
一
人
３
ゲ
ー
ム
の
ハ
ン
デ
ィ

キ
ャ
ッ
プ
制
に
よ
り
行
わ
れ
、
各
レ
ー
ン

に
分
か
れ
て
ゲ
ー
ム
が
始
ま
る
と
、
参
加

し
た
皆
さ
ん
は
真
剣
な
表
情
で
ボ
ー
ル
を

投
げ
て
い
ま
し
た
。
ス
ト
ラ
イ
ク
や
ス
ペ

ア
を
取
る
と
、
お
互
い
ハ
イ
タ
ッ
チ
を
し

て
喜
ぶ
姿
も
あ
り
、
心
地
よ
い
汗
を
流
し

な
が
ら
交
流
を
深
め
て
い
ま
し
た
。

　

県
内
外
か
ら
参
加
し
た
皆
さ
ん
は
、

久
々
の
再
会
を
喜
び
、
各
レ
ー
ン
で
は
大

変
な
盛
り
上
が
り
を
見
せ
、
笑
顔
で
楽
し

い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

双
葉
町
民
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

優　勝…今泉千鶴子さん、準優勝…榎内洋子さん、
第３位…今泉春雄さん

双
葉
ふ
れ
あ
い
ク
ラ
ブ
主
催
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１
月
29
日
、
薄
磯
団
地
集
会
所
に
お

い
て
新
春
餅
つ
き
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
ま
で
様
々
な
場
面
で
交
流
を
重

ね
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
ま
ご
こ
ろ
双
葉

会
の
会
員
が
招
か
れ
、
約
30
人
の
方
々
が

参
加
し
、
餅
つ
き
を
し
て
交
流
し
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
伊
澤
史
朗
町
長
が
「
震
災

で
被
害
に
あ
っ
た
地
域
同
士
が
理
解
し
合

い
、
交
流
を
深
め
て
い
る
こ
と
は
素
晴
ら

し
い
。
今
後
も
続
け
て
い
っ
て
ほ
し
い
」

と
あ
い
さ
つ
し
、
続
い
て
、
薄
磯
団
地
自

治
会
の
大
河
内
会
長
が
「
今
後
も
復
興
に

向
け
、
支
え
合
い
な
が
ら
交
流
を
さ
ら
に

深
め
て
い
き
た
い
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
12
月
例
会
時
に
ま
ご
こ
ろ
双

葉
会
が
贈
呈
し
た
双
葉
ダ
ル
マ
に
、
伊
澤

町
長
と
代
理
で
出
席
さ
れ
た
清
水
敏
男
い

わ
き
市
長
夫
人
が
目
入
れ
を
行
い
、
交
流

と
復
興
を
祈
念
し
ま
し
た
。

　

伊
澤
町
長
や
大
河
内
会
長
、
会
員
の
皆

さ
ん
が
臼
と
杵
で
つ
い
た
お
餅
は
、
あ
ん

こ
餅
や
き
な
こ
餅
、
雑
煮
、
ま
た
双
葉
町

で
は
な
か
な
か
登
場
し
な
い
生
姜
餅
に
調

理
さ
れ
、
参
加
し
た
皆
さ
ん
は
、
大
き
な

お
餅
を
お
腹
い
っ
ぱ
い
に
な
る
ま
で
お
い

し
く
い
た
だ
き
ま
し
た
。

い
わ
き
・
ま
ご
こ
ろ
双
葉
会

い
わ
き
・
ま
ご
こ
ろ
双
葉
会

い
わ
き
・
ま
ご
こ
ろ
双
葉
会

薄
磯
団
地
自
治
会
と

餅
つ
き
交
流

　

２
月
11
日
、
郡
山
市
内
の
ホ
テ
ル
に
お

い
て
双
葉
町
同
窓
会
が
開
催
さ
れ
、
約
60

人
の
方
々
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

町
民
の
有
志
で
作
ら
れ
た
双
葉
町
未
来

を
つ
な
ぐ
赤
い
糸
事
業
実
行
委
員
会
が
主

催
し
、
実
行
委
員
長
の
福
田
一
治
さ
ん
が

「
今
後
も
続
け
て
い
き
、
最
終
的
に
は
町

民
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
が
し
た

い
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
あ
と
、
結
婚
祝
い

金
制
度
や
特
別
敬
老
祝
い
金
制
度
、
町
立

学
校
の
魅
力
な
ど
、
双
葉
町
の
い
い
と
こ

ろ
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
し
た
。

　

続
い
て
行
わ
れ
た
若
旦
那
（the W

A
KAD
AN
N
A BAN

D

／
湘
南
乃
風
）
の
ミ

ニ
ラ
イ
ブ
で
は
、
参
加
し
た
皆
さ
ん
も
一

緒
に
手
を
挙
げ
て
リ
ズ
ム
を
と
っ
た
り
、

声
を
出
し
た
り
し
て
、
若
旦
那
さ
ん
の
迫

力
あ
る
歌
声
か
ら
元
気
を
も
ら
い
ま
し
た
。

　

ラ
イ
ブ
終
了
後
は
、
会
食
を
し
な
が
ら

交
流
し
、
絆
を
深
め
て
い
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
若
い
世
代
の
方
々
を
対
象
と

し
た
イ
ベ
ン
ト
な
ど
も
開
催
さ
れ
る
予
定

で
す
。

〜
未
来
へ
つ
な
ぐ
、

ふ
る
さ
と
双
葉
〜

双
葉
町
同
窓
会

双
葉
町
同
窓
会

双
葉
町
同
窓
会

双
葉
町
同
窓
会

双
葉
町
同
窓
会
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健
康
コ
ラ
ム

　

現
代
の
生
活
は
長
時
間
通
勤
や
勉
強
・

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
ゲ
ー
ム
を
す
る
夜
型

生
活
に
な
り
が
ち
で
す
。
夜
型
生
活
は
睡

眠
不
足
、
う
つ
病
や
生
活
習
慣
病
の
悪
化

に
よ
り
、
心
身
の
健
康
や
日
中
の
活
動
に

影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。

　

生
活
習
慣
を
見
直
し
て
夜
型
生
活
か
ら

昼
型
生
活
に
変
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

＜

問
い
合
わ
せ
先＞

　

健
康
福
祉
課　

健
康
づ
く
り
係

　

☎
０
２
４
６

－

８
４

－

５
２
０
５

◇
よ
い
睡
眠
と
は

　

 　

睡
眠
に
は
様
々
な
役
割
が
あ
り
ま
す
。

深
い
睡
眠
中
に
分
泌
さ
れ
る
「
成
長
ホ
ル

モ
ン
」は
肌
や
血
液
の
新
陳
代
謝
を
高
め
、

細
胞
の
修
復
を
助
け
る
働
き
が
あ
り
ま

す
。
睡
眠
は
何
時
間
眠
れ
た
か
よ
り
も
、

朝
の
気
持
ち
よ
い
目
覚
め
が
で
き
る
こ
と

が
「
よ
い
睡
眠
」
の
目
安
と
い
え
ま
す
。

◇
夕
食
が
遅
く
な
り
が
ち
だ
と
…

　

 　

遅
い
夕
食
は
肥
満
や
睡
眠
の
質
の
低

下
、
疲
れ
や
す
さ
、
胃
腸
の
調
子
に
も
影

響
を
及
ぼ
し
ま
す
。
夕
食
が
夜
遅
く
な
っ

た
場
合
は
、
次
の
よ
う
な
工
夫
を
し
て
み

ま
し
ょ
う
。

　

・ 

寝
る
前
、
２
時
間
以
内
の
食
事
は
控
え

ま
し
ょ
う
。

　

・ 

遅
く
な
っ
た
時
の
夕
食
は
軽
食
（
お
に

ぎ
り
や
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
、
ヨ
ー
グ
ル
ト

な
ど
）
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

・
脂
肪
の
多
い
も
の
を
控
え
ま
し
ょ
う
。

　

・
野
菜
料
理
を
中
心
に
食
べ
ま
し
ょ
う
。

　

 　

体
内
時
計
を
整
え
る
た
め
に
も
食
事
は

３
食
と
り
、
主
食
・
主
菜
・
副
菜
と
バ
ラ

◇
寝
る
前
は

　

 　

寝
る
前
の
コ
ー
ヒ
ー
や
タ
バ
コ
な
ど
の

し
好
品
、
パ
ソ
コ
ン
や
テ
レ
ビ
な
ど
の
視

覚
刺
激
は
寝
付
き
を
妨
げ
ま
す
。
ま
た
、

睡
眠
薬
代
わ
り
の
飲
酒
も
決
し
て
勧
め
ら

れ
ま
せ
ん
。
飲
酒
は
入
眠
を
促
す
作
用
が

あ
り
ま
す
が
、
飲
み
過
ぎ
は
浅
い
眠
り
に

な
り
、
夜
中
や
早
朝
に
目
が
覚
め
て
し
ま

い
、
疲
れ
が
と
れ
に
く
く
な
り
ま
す
。

◇
体
内
時
計
を
光
で
リ
セ
ッ
ト

　

 　

人
に
は
「
体
内
時
計
」
が
あ
り
、
朝
の

光
で
リ
セ
ッ
ト
さ
れ
、
体
温
や
血
圧
が
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
さ
れ
ま
す
。
リ
セ
ッ
ト
さ
れ

る
と
、
約
10
時
間
は
体
が
活
動
的
に
過
ご

す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
14
時
間
後

に
眠
気
を
促
す
ホ
ル
モ
ン
が
分
泌
さ
れ
、

徐
々
に
眠
気
が
生
じ
て
き
ま
す
。

「
昼
型
生
活
で
い
き
い
き
と
」

　

 　

よ
い
睡
眠
の
た
め
に

も
、
朝
起
き
た
ら
カ
ー
テ

ン
を
開
け
て
光
を
浴
び
ま

し
ょ
う
。

ン
ス
よ
く
、
腹
八
分
目

を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　消費税率の引き上げに伴う負担の緩和を目的に、給付金を支給します。今回の給付金は、
平成２９年４月から平成３１年９月までの２年半分を一括して支給するものです。
　対象と思われる方へ３月中旬以降順次申請書を発送する予定です。下記内容をご覧いた
だき、案内開始までお待ちください。

臨時福祉給付金（経済対策分）のお知らせ

＜申請・問い合わせ先＞　健康福祉課　福祉介護係　☎ ０２４６－８４－５２０５

● 給付金を受け取るためには、申請が必要です。
● 支給は１回です。
● 収入・所得がない方でも住民税について申告をしていないと対象とならない
　 場合があります。

＊ ただし、課税者の扶養親族となっている
場合は対象となりません。

＊ 平成２９年４月～平成３１年９月までの
２年半分を一括して支給

＊郵送の場合は当日消印有効

支給対象者 支給額

申請期限

　平成２８年 1月 1 日時点で双葉町に
住民登録があり、平成２８年度の住民
税（均等割）が非課税の方

一人につき１万５千円

平成２９年６月３０日（金）
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　当センターでは福島県からの委託を受け、東日本大震災で被災された方々
への支援活動を行っています。
　その活動の一環として、今年度は３回、心の健康に関するテーマでお話し
させていただくこととなりました。

第３回目 震災後の心の健康を考える～『あいまいな喪失』について

・いわき事務所　健康福祉課　☎０２４６－８４－５２０５　・郡山支所　☎０２４－９７３－８０９０
・ふくしま心のケアセンター　『ふくここライン』　☎０２４－９２５－８３２２

【相談をご希望の方】

　それでももし、気持ちや考えが落ち着かないときは、以下の相談先もご利用ください。

＊本内容は「あいまいな喪失」情報ウェブサイト　http://al.jdgs.jp/　を参考にしております

　双葉町の皆さんをはじめ、福島県民は震災や原発事故の影響により、非常に多くの「もの」「こと」
を喪失しました。たとえば家屋や土地、あるいは人間関係や地域とのつながり、または仕事や趣味、
そして故郷そのもの。
　これらの中で例えば家屋についてみてみると、『建物としての「家」はまだ残っている、でもそこ
はもう住むことが出来ない』、それにともなって「家」という存在の「あり方」やそこへの思い、イメー
ジが変わってしまった…そのように感じられることもあるかもしれません。また、人間関係はどうで
しょうか。例えばもともとつながりのあった「知人」は今も元気に暮らしている、でも避難や様々な
事情によって「知人」との関係やつながり、気持ちは変わってしまった…そういったこともあるかも
しれません。
　このような、『物や存在としてはまだあるけれど、震災前とは関係や役割、つながり方が変わってし
まった』というような「何がなくなったのかがはっきりしない」喪失を「あいまいな喪失」といいます。

◆震災後の福島を振り返る

　例えば「どこに住むか」といったことを考えたときに、もともとの自宅での生活も思い出されるし、
避難先での生活もすでに成り立っている部分もあるから、どこを選んでいいのかなかなか決断ができ
ないといった話しや、金銭的なことなどを考えると仕事をしなければいけないということは頭ではわ
かっていても、怒りや不安といった複雑な思いがあり、どうしても行動に移せないといった話しをう
かがうことがあります。
　こうした、二つの思いに板挟みになって「決められない」「行動できない」ことがまさに「あいまい
な喪失」による影響であると考えられます。あなたに原因があるのではなく、「あいまいな喪失」の
状況下にある今の福島県が、まだまだ特殊な状況であるせいなのです。

◆『あいまいな喪失』とは

　この「あいまいな喪失」の影響に対処しながら生きていくための大切な考え方に『ＡでありＢでも
ある』という考え方があります。たとえば「避難先での新たな生活について考える（Ａでもあり）、
そして故郷の記憶も大切にしたい（Ｂでもある）」、「将来がどうなるかわからない不安がある（Ａで
もあり）、そして新しい生活環境において満足できる生活を送れる可能性もある（Ｂでもある）」と
いった考え方です。
　震災から間もなく、丸６年となります。「復興」への動きが目に見える部分もありますが、一方で、
まだまだ先が見えず、思い悩んでしまったり足踏みをしてしまったりすることもあります。無理に心
をどちらか片方に決める必要はありません。今はまだまだ特殊な状況なのです。決めきれないどちら
の気持ちも大切にし、『ＡでもありＢでもある』という考え方を大切にして、少しずつできそうなこ
とから始めていけたらよいのではないかなと思います。

◆『あいまいな喪失』とつき合いながら、これからを生きるために
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双葉町社会福祉協議会
～ ３月健康運動教室、社協サロンのお知らせ ～

こころとからだの健康のため、運動不足を解消しましょう。お気軽にご参加ください。

会　場 問合せ・申込先 開催月日 時　間

健康運動教室（内容：健康講話、相談、運動機能の維持・向上等）
福島市北幹線第二応急仮設住宅集会所
（福島市飯坂町平野内小原田 8－1） ☎ 080 －6033 －1196（小林）

  3 月　2日
  3 月 16 日
  3 月 23 日

（木）
（木）
（木）

13:30 ～ 15:00

白河市郭内第二応急仮設住宅集会所
（白河市郭内 151－29） ☎ 080 －6290 －5930（小泉）

  3 月 14 日
  3 月 21 日
  3 月 28 日

（火）
（火）
（火）

10:00 ～ 11:30

南東北総合卸センター 2階第 6会議室
（郡山市喜久田町卸 1丁目 1－1） ☎ 024 －973 －5291（開発） 毎週火曜、水曜日

（祝日除く） 13:30 ～ 15:00

社協サロン（内容：健康講話、相談、趣味、生きがいづくり交流等）
※社協サロンでは昼食を準備致しますので事前に申込みをお願いします。

白河市郭内第二応急仮設住宅集会所
（白河市郭内 151－29） ☎ 080 －6290 －5930（小泉）   3 月　7日（火） 10:00 ～ 14:00

会津若松老人福祉センター
（会津若松市城東町 14－52） ☎ 024 －973 －5291（開発）   3 月 13 日（月） 10:00 ～ 14:00

【問い合わせ先】双葉町社会福祉協議会　郡山事務所 【担当：開発】☎ ０２４－９７３－５２９１

放射線による健康影響等に関するポータルサイト
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◇ 申 込 方 法
事前申し込みになりますので下記の連絡先まで
ご連絡をお願いいたします。

実施場所 開　催　日 開催時間
双葉町
郡山支所 ３月　９日（木） 午後２時～

午後５時　

双葉町
いわき事務所 ３月１６日（木） 午後２時～

午後５時　

◇ 開催場所及び開催日時

【申し込み・問い合わせ先】

午前８時３０分～午後５時１５分（平日）
建設課　復旧復興係　☎０２４６－８４－５２０９
受付時間

消防署からのお知らせ

・浪江消防署
　☎３４－７３６０
・富岡消防署
　☎２５－２１１９

【 消防署連絡先 】

火事と救急は
１１９番

３月１日～７日は春の全国火災予防運動週間です！

～ 墓地での火災予防ポイント ～

　この機会に、ご家庭に設置されている住宅用火災警報器の設置・維持管理や放火対策など、
身近な防火対策について見直しをお願いします！

　強風また空気が乾燥する日が多く、火災が発生しやすくなっております。
墓参時には次の注意点を守り、無火災にご協力お願いします！

 ご焼香を控えて
くだい。

 タバコのポイ捨ては
しないでください。

 落葉、枯草等のたき火は
しないでください。

◇保管場及び陳場下交差点の放射線監視

福島環境再生事務所からのお知らせ　～中間貯蔵施設について～

【問い合わせ先】福島環境再生事務所　中間貯蔵施設等整備事務所　調査設計課　☎ ０２４－５６３－１２９３

空間線量率の測定により、除染土壌等の搬入による周辺への影響は見られないことが確認されています。
今後もしっかりと安全対策及び放射線の監視を行ってまいります。

３月１１日及び３月１８日から３月２０日までの期間は、双葉町の保管場への輸送を休止いたします。

双葉町内中間貯蔵施設保管場の試験輸送の状況は下記のとおりです。

（ＵＲＬ） http://www.jesconet.co.jp/interim/operation/monitoring.html
中間貯蔵施設及び周辺モニタリングの結果については、以下のＪＥＳＣＯ（中間貯蔵・環境安全事業株
式会社）のＨＰで公表しております。

浪江町（６月２０日開始）・二本松市（１１月１７日）・国見町（１２月１３日）・南相馬市（１月１１日）

本宮市（１１月１４日～１月３０日）・福島市（９月５日～２月７日）・桑折町（１１月２９日～２月２０日）

二本松市（９月５日開始）・桑折町（９月６日）・国見町（９月２７日）・相馬市（１０月１日）
本宮市（１０月６日）・新地町（１０月１２日）・福島市（１月２３日）

［ 平成２８年度の輸送 ］○実施中

［ 平成２８年度の輸送 ］○輸送終了

［ 学校等の輸送 ］

◇輸送について（２月２０日現在）

環 境 省
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昭
和
20
年
代
の
半
ば
頃
、
当
時
の
新
聞
や
ラ
ジ
オ
か
ら

「
貯
蓄
か
ら
投
資
へ
」
と
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
時
々
目
に
し

て
お
り
ま
し
た
。
当
時
は
戦
後
の「
ハ
イ
パ
ー
イ
ン
フ
レ
ー

シ
ョ
ン
」
も
よ
う
や
く
収
ま
り
、
庶
民
の
日
々
の
生
活
に

も
明
日
へ
の
希
望
が
芽
生
え
た
頃
で
し
た
。
そ
の
頃
、
東

北
電
力
社
員
が
度
々
訪
れ
「
東
北
電
力
株
式
」
の
購
入
を

お
願
い
に
来
て
お
り
ま
し
た
。
仕
方
な
く
父
も
購
入
に
同

意
し
て
お
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
数
年
に
わ
た
り
増
資
が

あ
り
、
そ
の
度
に
購
入
を
依
頼
さ
れ
父
も
嫌
気
が
さ
し
た

の
か
、
東
北
電
力
株
式
は
全
部
お
前
に
や
る
か
ら
す
ぐ
に

「
名
義
変
更
」
を
す
る
よ
う
に
言
わ
れ
ま
し
た
の
で
、
喜

ん
で
「
名
義
変
更
」
に
応
じ
ま
し
た
。
そ
れ
が
株
式
投
資

の
初
め
て
の
経
験
で
し
た
。
そ
の
後
も
増
資
が
あ
り
、
額

面
価
格
５
０
０
円
が
４
５
０
円
で
の
販
売
で
し
た
の
で
配

当
率
も
か
な
り
高
く
満
足
し
て
お
り
ま
し
た
が
「
証
券
取

引
所
」
の
存
在
な
ど
は
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
当
時
東
北

電
力
は
「
只
見
川
電
源
開
発
」
に
着
手
し
て
お
り
ま
し
た

の
で
、
そ
の
資
金
調
達
の
た
め
に
増
資
を
繰
り
返
し
た
も

の
と
思
わ
れ
ま
す
。
父
は
当
時
「
農
業
用
三
相
２
０
０
Ｖ

／
７
５
０
Ｗ
電
動
機
」
の
契
約
で
東
北
電
力
の
お
世
話
に

な
っ
て
お
り
ま
し
た
の
で
、
断
れ
な
か
っ
た
の
で
し
た
。

　

さ
て
、
１
月
20
日
、
ア
メ
リ
カ
大
統
領
に
ド
ナ
ル
ド
・

ト
ラ
ン
プ
氏
が
着
任
し
、
そ
の
過
激
な
発
言
が
世
界
に
波

紋
を
広
げ
て
お
り
、
特
に
「
ア
メ
リ
カ
フ
ァ
ー
ス
ト
」
の

概
念
に
は
あ
る
種
の
恐
怖
感
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
彼
の

「
貿
易
不
均
衡
」
に
つ
い
て
「
認
識
不
足
」
と
も
と
れ
る
言

動
や
メ
デ
ィ
ア
に
対
す
る
批
判
、「
大
統
領
令
」
な
ど
も
、

同
盟
国
の
一
員
と
し
て
は
理
解
不
能
で
あ
り
「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
永

久
離
脱
」
な
ど
は
言
語
道
断
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
メ
キ

シ
コ
と
の
国
境
に
「
壁
を
作
る
」
な
ど
良
識
を
疑
う
よ
う

な
外
交
政
策
は
、
民
主
国
家
と
し
て
は
考
え
ら
れ
な
い
も

の
で
あ
り
ま
す
。

　

我
が
国
の
自
動
車
メ
ー
カ
ー
は
、
ト
ヨ
タ
を
は
じ
め
、

ア
メ
リ
カ
で
の
製
造
・
販
売
に
多
額
の
投
資
を
行
い
、
ア

メ
リ
カ
経
済
に
大
き
な
貢
献
を
し
て
お
り
、
ト
ラ
ン
プ
大

統
領
の
発
言
は
誤
り
で
あ
り
ま
す
が
、
故
意
に
強
調
し
て

い
る
と
の
違
和
感
も
あ
り
ま
す
。
特
に
ホ
ン
ダ
は
、
い
ち

早
く
ア
メ
リ
カ
で
バ
イ
ク
の
製
造
販
売
に
着
手
し
、
そ
の

後
は
車
を
は
じ
め
、
車
メ
ー
カ
ー
と
し
て
は
世
界
で
唯

一
「
自
家
用
小
型
ビ
ジ
ネ
ス
ジ
ェ
ッ
ト
機
」開
発
の
た
め
、

ア
メ
リ
カ
に
「
エ
ア
ー
ク
ラ
フ
ト
カ
ン
パ
ニ
ー
」
を
設
立

し
「
自
家
用
小
型
ビ
ジ
ネ
ス
Ｊ
Ｅ
Ｔ
航
空
機
」
の
開
発
・

製
造
に
注
力
し
、
お
よ
そ
20
年
の
歳
月
を
か
け
て
、
独
自

の
高
性
能
エ
ン
ジ
ン
も
含
め
た
開
発
に
成
功
し
、
ア
メ
リ

カ
で
の
雇
用
拡
大
な
ど
ア
メ
リ
カ
経
済
に
多
大
な
貢
献
を

し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
は
創
業
者
「
本
田
宗
一
郎
」
氏
の

夢
の
実
現
で
も
あ
り
、
お
よ
そ
20
年
を
超
え
る
年
月
を
費

や
し
航
空
機
事
業
を
実
現
し
た
こ
と
に
は
敬
服
せ
ざ
る
を

得
な
い
の
で
す
。
こ
の
よ
う
に
、
国
際
企
業
と
し
て
ホ
ン

ダ
の
経
営
理
念
は
高
く
評
価
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
ま
す
の

で
、
現
在
投
資
銘
柄
と
し
て
は
ホ
ン
ダ
を
選
び
、
今
後
も

一
貫
し
て
ホ
ン
ダ
に
投
資
を
継
続
し
ま
す
。
現
在
の
評
価

額
は
若
干
マ
イ
ナ
ス
で
は
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
も
ホ

ン
ダ
へ
の
投
資
は
継
続
し
、
年
４
回
の
配
当
金
で
は
更
に

買
い
増
し
を
し
て
投
資
額
を
増
や
す
計
画
で
す
。

　

勿
論
、
株
式
投
資
に
は
リ
ス
ク
を
伴
い
ま
す
の
で
「
分

散
投
資
」
の
声
も
あ
り
ま
す
が
、
ト
ヨ
タ
を
は
じ
め
日
本

の
企
業
は
ど
れ
も
国
際
企
業
と
し
て
確
固
た
る
地
位
を
確

立
し
て
お
り
ま
す
。
そ
れ
は
関
連
企
業
の
高
い
技
術
力
に

支
え
ら
れ
た
も
の
で
も
あ
り
ま
す
の
で
、
過
剰
な
不
安
を

す
べ
き
で
は
な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
僅
か
な
資
金
で

は
あ
り
ま
す
が
企
業
へ
の
投
資
が
企
業
活
動
の
応
援
に
な

れ
ば
幸
い
で
ご
ざ
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
ホ
ン
ダ
は
「
究
極

の
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
で
あ
る
水
素
燃
料
電
池
車
（
Ｆ
Ｃ

Ｘ
ク
ラ
リ
テ
ー
）
の
開
発
・
販
売
も
開
始
し
、
独
自
の
水

素
ス
タ
ン
ド
も
実
用
化
し
て
普
及
に
努
力
し
て
お
り
、
Ｆ

Ｃ
Ｘ
の
価
格
低
下
に
も
大
い
に
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
現
在
「
東
京
証
券
取
引
所
」
の
一
日
の
取
引
額

の
70
％
が
外
国
人
投
資
家
に
よ
る
も
の
と
言
わ
れ
て
お
り

ま
す
。
こ
れ
は
、
我
が
国
企
業
の
国
際
的
地
位
を
表
す
も

の
で
も
あ
り
、
今
後
も
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
動
向
を
注
視
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

平
成
29
年
１
月
31
日

【
随
想
】
貯
蓄
か
ら
投
資
へ

古
室　

仁
（
浜
野
）

・
門ま

つ松
送
り　

春
を
待
つ
か
や　

ド
ン
ト
祭

・
春
の
音　

待
つ
や
川
辺
の　

猫
柳

・
大
ダ
ル
マ　

引
い
て
占
う　

酉と
り

年
の
運

・
千
切
れ
雲　

如
月
の
月　

泣
き
ボ
ク
ロ

・
病
む
年
が　

去（
申
）り

て
良
き
年　

一
つ
取（

酉
）り

・
山
茶
花
の　

遅
咲
き
寒
し　

如
月
の

　
　
　

北か

ぜ風
に
耐
え
兼
ね　

ひ
ょ
う
ひ
ょ
う
と
散
る

武
内　

恒
雄
（
長
塚
二
）

春
を
待
つ

全
国
に
避
難
さ
れ
て
い
る
皆
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た

お
便
り
の
一
部
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
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双葉町を忘れない
　平成 23 年３月11日に発生した東日本大震
災、そして福島第一原子力発電所の事故により、
私たち双葉町民はふるさと双葉町を離れ、今も
なお全国に分かれて避難生活を送っています。
　先の見えない不安な生活の中で、町民の皆さ
んが毎日をどのような思いで過ごし、ふるさと

双葉町への思いを抱き続けているのかを、皆さ
んの声をお聴きしながら「ふるさと絆通信」と
して連載していきます。
　そして「ふるさと絆通信」を通して、皆さん
の双葉町への思いと心の絆がより一層深まるこ
とを期待いたします。

人のうごき２月分 敬称略

氏　名 生年月日 保護者 行政区

嶋
し ま だ

田　匡
きょうま

真 12 月 15 日 敏之・真理 新　山

関
せ き ね

根あおい 1 月   2 日 武彦・さやか 長塚一

滝
たきざわ

沢　真
ま な

那 1 月 13 日   淳  ・直子 下長塚

氏　名 年　齢 死亡日 行政区

野村ミツオ ８６ 12 月 23 日 羽　鳥

田中　　正 ８８ 1 月   1 日 下　条

大沼　　満 ８０ 1 月   5 日 長塚二

武内　繁子 ８６ 1 月 19 日 鴻　草

相樂　允子 ７３ 1 月 23 日 新　山

（平成 29年２月１日現在）

・福島県内に避難されている方 4,085人
2,876人・福島県外に避難されている方

※ 平成 23 年３月 11 日時点の住民基本台帳人口から
死亡者を引き、出生者と転入者を加えた人口を示し
ています。

　連絡のついた方で、了承の得られた方のみ出生、

死亡の方の名前を掲載しています。

　なお、掲載を希望しない場合は秘書広報課までご

連絡ください。

秘書広報課 ☎０２４６－８４－５２０２
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一
家
の
故
郷
に
な
っ
た
双
葉
町

　

震
災
翌
年
の
秋
、
再
び
い
わ
き
市
で
の
生
活
が

始
ま
り
ま
し
た
。
初
め
て
の
時
は
、
昭
和
43
年
、

福
島
県
教
諭
と
し
て
採
用
さ
れ
、
初
任
地
と
し
て

い
わ
き
市
立
小
川
小
学
校
戸
渡
分
校
に
赴
任
し
、

同
分
校
内
の
住
宅
で
生
活
し
た
た
め
で
し
た
。

　

当
時
は
新
卒
の
教
員
と
し
て
将
来
に
夢
を
抱

き
、
現
在
は
原
発
事
故
で
双
葉
町
を
追
わ
れ
ま
し

た
。
同
じ
市
内
で
の
生
活
と
は
い
え
、
そ
れ
ぞ
れ

が
持
つ
意
味
は
、
あ
ま
り
に
も
違
い
す
ぎ
ま
す
。

　

結
婚
後
、双
葉
町
在
住
の
親
戚
か
ら
土
地
を
借
り
、

自
宅
を
建
て
ま
し
た
。
私
と
妻
は
当
町
の
出
身
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
家
庭
を
持
ち
、
子
ど
も
た
ち
が
育

ち
、
地
域
の
人
々
と
交
わ
り
、
人
生
の
大
半
を
過
ご

し
て
き
た
な
ど
、
私
た
ち
一
家
に
と
っ
て
双
葉
町
は
、

か
け
が
え
の
な
い
故
郷
に
な
り
ま
し
た
。

忙
し
く
も
充
実
し
た
日
々

　

平
成
16
年
３
月
、
南
相
馬
市
立
原
町
第
一
中
学

校
の
校
長
を
最
後
に
、
定
年
ま
で
１
年
を
残
し
36

年
間
の
教
員
生
活
に
幕
を
下
ろ
し
ま
し
た
。
普
通

な
ら
ば
悠
々
自
適
の
生
活
と
な
る
の
で
し
ょ
う
が
、

そ
の
翌
月
、
双
葉
町
教
育
長
に
就
任
し
ま
し
た
。

　

当
時
、
教
育
改
革
に
つ
い
て
の
議
論
が
活
発
化

し
、
平
成
18
年
、
教
育
基
本
法
改
正
に
よ
り
、
各

自
治
体
が
「
教
育
に
係
る
基
本
的
な
計
画
」
を
策

定
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
が
、
あ
く
ま
で
努

力
義
務
（
同
法
第
17
条
第
２
項
）
の
た
め
、
多
く

の
市
町
村
が
策
定
を
見
送
り
ま
し
た
。
し
か
し
当

町
で
は
、「
小
さ
な
町
だ
か
ら
こ
そ
実
行
で
き
る
」

と
前
向
き
に
捉
え
同
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

教
育
現
場
の
経
験
の
中
で
、
人
づ
く
り
の
重
要
性
、

そ
し
て
、
教
育
が
「
社
会
人
へ
の
入
口
」
と
強
く
感

じ
て
い
た
た
め
、
幼
・
小
・
中
連
携
、
保
護
者
教
育
、

外
部
評
価
シ
ス
テ
ム
、
教
育
指
導
主
事
の
導
入
、
校

舎
の
耐
震
化
や
安
全
な
食
育
を
可
能
に
す
る
た
め
の

給
食
セ
ン
タ
ー
の
設
置
な
ど
、
議
会
や
執
行
部
の
協

力
の
も
と
、
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
両
面
で
「
地
域
ぐ
る
み

の
教
育
」
に
向
け
た
基
盤
整
備
を
進
め
て
い
ま
し
た
。

町
民
の
安
全
と
教
育
機
会
の
確
保

　

原
発
事
故
に
よ
る
避
難
後
、
先
が
見
通
せ
な
い
未

曾
有
の
事
態
の
中
、町
民
の
安
全
確
保
と
並
行
し
て
、

町
の
教
育
を
預
か
る
者
と
し
て
、
子
ど
も
た
ち
の
教

育
機
会
の
確
保
に
努
め
ま
し
た
。
避
難
以
降
、
可
能

な
限
り
の
こ
と
を
行
い
ま
し
た
が
、
心
身
共
に
限
界

を
感
じ
る
よ
う
に
な
り
、
平
成
24
年
、
２
期
目
の
任

期
満
了
を
も
っ
て
退
任
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

教
育
は
継
続
性
に
意
味
が
あ
る

　

教
育
に
は
時
間
が
か
か
り
ま
す
。
そ
れ
ゆ
え
、

継
続
性
が
大
き
な
意
味
を
持
ち
ま
す
。
当
町
の
教

育
行
政
は
、
震
災
前
後
の
継
続
性
維
持
が
困
難
な

状
態
に
あ
り
ま
す
が
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
維
持
の

観
点
か
ら
も
、
近
い
将
来
、
震
災
前
の
取
り
組
み

に
目
を
向
け
て
い
た
だ
き
、
故
郷
復
興
に
活
用
し

て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
日
が
来
る
こ
と
を
願
い
な
が

ら
、
次
世
代
に
望
み
を
託
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

●避難先●
　福島県いわき市

（長塚一）

江尻 邦夫 さん
えじり         くにお
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双
葉
町
は
父
に
と
っ
て
の
「
新
天
地
」

　

私
た
ち
一
家
が
経
営
し
て
い
た
理
容
室
「
バ
ー

バ
ー
白
圡
」
は
、
父
が
昭
和
元
年
に
創
業
し
ま
し

た
。
大
正
12
年
春
に
旧
制
・
県
立
双
葉
中
学
校（
現

在
の
双
葉
高
校
）
が
開
校
し
、
双
葉
で
の
理
容
需

要
に
可
能
性
を
感
じ
、「
新
天
地
」と
い
う
思
い
で
、

出
身
地
だ
っ
た
広
野
町
か
ら
移
り
、
店
を
出
し
た

の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
昭
和
41
年
、
結
婚
を
機
に
私
た
ち
夫
婦

も
店
に
加
わ
っ
た
当
時
、
福
島
第
一
原
発
の
建
設

が
進
む
な
ど
、
将
来
に
希
望
が
持
て
る
商
売
が
で

き
る
の
で
は
と
思
い
ま
し
た
。

休
日
で
も
町
に
人
が
い
た
時
代

　

開
業
し
て
か
ら
昭
和
50
年
代
頃
ま
で
、
交
通
手

段
が
限
ら
れ
て
い
た
こ
と
も
あ
っ
て
か
、
休
日
で
も

遠
方
の
大
都
市
に
出
か
け
る
人
は
少
な
く
、
多
く
の

方
は
町
内
や
近
隣
町
村
に
足
を
運
ぶ
程
度
で
し
た
。

　

そ
の
た
め
、
土
曜
日
の
午
後
か
ら
日
曜
日
に
か

け
て
、
お
客
様
の
来
店
は
途
切
れ
る
こ
と
が
な
く
、

パ
ー
マ
を
か
け
て
い
る
と
き
の
待
ち
時
間
も
他
の

お
客
様
に
施
術
す
る
な
ど
、
食
事
も
ま
ま
な
ら
ず
、

せ
い
ぜ
い
、
お
客
様
が
入
れ
替
わ
る
わ
ず
か
な
時

間
に
、
子
ど
も
た
ち
が
買
っ
て
き
て
く
れ
た
菓
子
パ

ン
を
口
に
す
る
程
度
で
し
た
。

　

今
思
え
ば
、
う
れ
し
い
悲
鳴
の
日
々
だ
っ
た
反

面
、
子
ど
も
た
ち
が
幼
い
頃
、
親
ら
し
い
こ
と
を

し
て
あ
げ
ら
れ
な
か
っ
た
と
申
し
訳
な
く
思
う
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

若
い
お
客
様
が
「
髪
を
乱
し
て
帰
る
」
時
代
に

　

家
業
の
た
め
と
は
い
え
、
家
庭
で
は
寂
し
い
子

ど
も
時
代
を
過
ご
し
た
長
男
が
、
私
た
ち
と
同
じ

道
を
志
し
て
く
れ
た
こ
と
は
大
き
な
喜
び
で
し

た
。
仙
台
市
内
で
の
修
行
を
経
て
、
平
成
４
年
に

Ｕ
タ
ー
ン
し
、
震
災
当
時
、
私
た
ち
夫
婦
と
長
男

夫
婦
の
４
人
で
ハ
サ
ミ
を
握
っ
て
い
ま
し
た
。

　

あ
る
日
、
普
段
は
長
男
ら
が
担
当
し
て
い
る
若

い
お
客
様
の
理
髪
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
帰
り
際
、

鏡
の
前
に
立
ち
、
セ
ッ
ト
し
た
髪
を
乱
し
て
店
を

出
ら
れ
ま
し
た
。
当
初
、
そ
の
理
由
が
分
か
り
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
髪
型
の
流
行
は
違
う
「
世
代
の

問
題
」
と
知
り
、
次
世
代
の
時
代
に
入
っ
た
と
感

じ
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

ま
だ
現
役
で
い
よ
う
と
思
っ
た
が

　

長
男
夫
婦
に
店
を
譲
っ
て
も
、
創
業
100
年
、
85
歳

ま
で
は
仕
事
を
続
け
た
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
原

発
事
故
に
よ
る
避
難
に
よ
り
、「
強
制
引
退
」
と
な
り

ま
し
た
。
あ
と
10
歳
若
け
れ
ば
「
次
の
新
天
地
探
し
」

と
気
持
ち
を
切
り
替
え
る
こ
と
も
で
き
た
で
し
ょ
う
。

　

町
を
離
れ
て
か
ら
県
内
外
を
転
々
と
し
、現
在
、

復
興
公
営
住
宅
に
入
居
し
て
い
ま
す
。避
難
以
降
、

趣
味
の
旅
行
や
山
菜
取
り
な
ど
も
で
き
ず
、
せ
い

ぜ
い
、プ
ラ
ン
タ
ー
の
植
物
を
愛
で
る
程
度
で
す
。

　

難
し
い
と
は
分
か
っ
て
い
ま
す
が
、
せ
め
て
も

う
一
度
、
共
通
の
趣
味
や
町
の
話
に
花
を
咲
か
せ

な
が
ら
、
馴
染
み
の
お
客
様
の
お
相
手
を
さ
せ
て

い
た
だ
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

●避難先●
　福島県郡山市

（新山）

白圡 庄榮 さん
しらと    しょうえい

則子 さん
のりこ
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●避難先●
　福島県いわき市

（新山）

石上 　光 さん
いしがみ             ひかる

「
Ｕ
タ
ー
ン
」
と
「
国
際
交
流
」

　

就
職
の
た
め
東
京
に
出
て
数
年
後
、
実
家
で
家

業
（
建
具
店
）
を
継
い
だ
兄
か
ら
、
仕
事
が
忙
し

く
な
っ
た
の
で
手
伝
っ
て
欲
し
い
と
声
を
か
け
ら

れ
地
元
に
戻
り
ま
し
た
。

　

忙
し
い
理
由
は
、
福
島
第
一
原
発
の
建
設
に
携

わ
る
ゼ
ネ
ラ
ル
・
エ
レ
ク
ト
リ
ッ
ク
社
（
Ｇ
Ｅ
）

ス
タ
ッ
フ
の
住
居
等
厚
生
施
設
建
設
を
請
け
負
っ

た
た
め
で
し
た
。
当
時
は
ま
だ
、
外
国
人
を
見
か

け
る
こ
と
が
珍
し
い
時
代
で
、
間
取
り
や
間
口
な

ど
全
て
が
大
き
い
サ
イ
ズ
だ
っ
た
こ
と
な
ど
今
で

も
覚
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
当
時
、
知
り
合
い
の
双
葉
高
校
生
に
頼
ま

れ
、
第
一
原
発
に
連
れ
て
行
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し

た
。
こ
の
生
徒
は
、
英
語
に
興
味
が
あ
り
、
ア
メ
リ

カ
か
ら
来
て
い
る
Ｇ
Ｅ
社
員
と
英
語
で
話
し
て
み
た

い
と
思
っ
て
い
た
た
め
で
、
ま
だ
規
則
や
警
備
も
大

ら
か
な
時
代
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
そ
の
念
願
を
叶

え
て
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
、
さ
さ
や
か
な
が
ら
、
国

際
交
流
の
お
手
伝
い
が
で
き
た
の
か
と
思
い
ま
す
。

大
工
仕
事
か
ら
郵
便
局
員
に

　

Ｇ
Ｅ
関
連
の
工
事
が
一
段
落
し
20
歳
を
迎
え
た

頃
、
郵
便
局
員
の
募
集
に
応
募
し
試
験
を
受
け
、

昭
和
42
年
10
月
に
採
用
さ
れ
、
生
涯
の
仕
事
と
な

る
郵
便
局
員
と
し
て
の
人
生
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

双
葉
郵
便
局
に
30
年
間
、
大
熊
郵
便
局
に
10
年

間
勤
務
し
、
平
成
19
年
、
定
年
で
退
職
し
ま
し
た
。

採
用
か
ら
長
年
、
配
達
業
務
に
携
わ
っ
て
き
ま
し

た
が
、
貯
金
や
保
険
な
ど
の
業
務
も
担
当
し
ま
し

た
。
し
か
し
、
郵
政
民
営
化
後
、
分
社
化
や
コ
ン

プ
ラ
イ
ア
ン
ス
な
ど
に
よ
り
、
分
業
や
数
年
ご
と

の
人
事
異
動
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
郵
便
局

業
務
を
一
通
り
こ
な
せ
、
配
達
エ
リ
ア
内
は
ほ
ぼ

全
戸
名
前
と
顔
が
分
か
る
と
い
う
郵
便
局
員
は
、

ほ
と
ん
ど
い
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

双
葉
高
校
の
甲
子
園
出
場
と
ふ
く
し
ま
国
体

　

野
球
が
好
き
で
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
か
ら
野
球
に
熱

中
し
て
い
た
二
男
と
と
も
に
、
野
球
一
色
の
日
々
で
し

た
。
平
成
６
年
、
二
男
は
双
葉
高
校
３
年
の
夏
、
野
球

部
の
一
員
と
し
て
甲
子
園
で
開
催
さ
れ
た
全
国
大
会
に

出
場
し
ま
し
た
。
身
長
は
最
も
低
い
な
が
ら
も
、精
い
っ

ぱ
い
戦
い
抜
き
、
我
が
子
な
が
ら
勇
壮
な
姿
で
し
た
。

　

ま
た
私
自
身
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の
審
判
資
格
を

取
り
、
平
成
７
年
に
開
催
さ
れ
た
ふ
く
し
ま
国
体

で
、
審
判
の
指
名
を
受
け
ま
し
た
。
し
か
し
、
仕

事
の
関
係
で
引
き
受
け
る
こ
と
が
で
き
ず
、
と
て

も
残
念
で
し
た
。

避
難
後
の
故
郷
で
思
い
浮
か
ぶ
の
は

　

現
在
、
町
の
臨
時
職
員
と
し
て
、
約
３
〜
４
日

お
き
で
町
内
の
パ
ト
ロ
ー
ル
業
務
に
従
事
し
て
い
ま

す
。
長
年
、
双
葉
町
内
の
郵
便
配
達
に
携
わ
っ
て
い

た
た
め
か
、こ
の
６
年
間
で
す
っ
か
り
荒
れ
て
し
ま
っ

た
町
並
み
で
も
、
か
つ
て
、
配
達
の
時
に
顔
を
合
わ

せ
言
葉
を
交
わ
し
た
方
々
の
こ
と
な
ど
、
震
災
前
ま

で
の
様
子
が
、
悲
し
い
ほ
ど
鮮
明
に
蘇
っ
て
き
ま
す
。
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自
然
の
脅
威
を
感
じ
た
大
地
震

　

大
地
が
揺
れ
、
目
の
前
で
道
路
や
土
手
が
崩
落

し
、
空
が
暗
雲
で
覆
わ
れ
、
ま
る
で
、
文
明
に
頼

り
自
然
を
破
壊
し
て
き
た
こ
と
へ
の
天
罰
か
と
思

う
状
態
の
中
、
孫
を
抱
き
そ
の
許
し
を
乞
う
か
の

よ
う
に
し
て
、
大
地
震
が
収
ま
る
の
を
待
ち
ま
し

た
。
し
か
し
、
そ
の
翌
日
、
ま
さ
か
、
譜
面
集
の

一
冊
す
ら
自
由
に
持
ち
出
せ
な
く
な
ろ
う
と
は
夢

に
も
思
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
原
発
事
故
に
よ
っ
て

消
え
た
日
常
、
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
だ
っ
た
ピ
ア
ノ
教

室
ま
で
失
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

「
水
彩
画
」
か
ら
「
水
墨
画
」
の
世
界
へ

　

避
難
指
示
が
出
さ
れ
、
娘
た
ち
家
族
や
愛
犬
５
匹

と
と
も
に
町
を
離
れ
て
か
ら
、
埼
玉
県
内
の
知
人
の

も
と
を
経
て
長
野
市
内
に
向
か
い
、
約
２
年
半
生
活

し
ま
し
た
。
輝
く
海
に
面
し
水
彩
画
の
よ
う
な
風
景

が
広
が
る
故
郷
か
ら
、
四
方
を
標
高
２
千
メ
ー
ト
級

の
山
々
が
要
塞
の
よ
う
に
取
り
囲
ん
で
い
る
盆
地
で
、

冬
は
、
雪
と
氷
に
閉
ざ
さ
れ
水
墨
画
の
よ
う
な
世
界

で
の
生
活
に
は
耐
え
が
た
い
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。

自
分
た
ち
の
こ
と
よ
り
心
配
だ
っ
た
こ
と

　

夫
は
長
女
の
夫
と
と
も
に
、
町
内
中
田
で
双
葉

日
立
生
コ
ン
㈱
を
経
営
し
て
い
ま
し
た
が
、
地
震
で

甚
大
な
被
害
を
受
け
茫
然
自
失
の
状
態
で
し
た
。

　

避
難
後
、
私
た
ち
一
家
の
生
活
再
建
も
さ
る
こ
と

な
が
ら
、
そ
れ
よ
り
先
に
、
従
業
員
と
そ
の
家
族
の

安
否
確
認
、
失
業
手
当
特
例
給
付
に
向
け
た
手
続

き
、
取
引
先
へ
の
支
払
な
ど
、
会
社
関
係
の
こ
と
を

こ
な
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ

の
業
務
が
一
段
落
し
、
よ
う
や
く
会
社
と
家
族
の
今

後
に
つ
い
て
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、

先
が
見
え
ず
、
何
も
浮
か
ば
な
い
状
態
で
し
た
。

通
勤
は
片
道
２
キ
ロ
か
ら
「
400
キ
ロ
」
に

　

発
災
か
ら
数
週
間
経
っ
た
頃
、
原
発
事
故
の
収

束
作
業
の
た
め
に
生
コ
ン
の
供
給
を
要
請
さ
れ
た
た

め
、
平
成
23
年
４
月
か
ら
、
工
場
を
稼
働
さ
せ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
い
わ
き
市
内
に
拠
点

を
確
保
で
き
る
状
態
に
な
る
ま
で
、
夫
は
長
野
か
ら

片
道
約
400
キ
ロ
を
通
勤
す
る
日
々
を
送
り
ま
し
た
。

生
活
の
自
立
に
向
け
て

　

夫
の
超
・
長
距
離
通
勤
が
始
ま
っ
て
約
半
年
後
、

よ
う
や
く
、
い
わ
き
市
内
に
拠
点
を
確
保
で
き
、
単

身
赴
任
の
生
活
と
な
り
ま
し
た
。
そ
う
し
た
中
、
取

引
先
の
元
役
員
か
ら
水
戸
市
内
の
空
家
を
譲
っ
て
い

た
だ
け
る
こ
と
に
な
り
、平
成
24
年
秋
に
移
り
ま
し
た
。

故
郷
や
い
わ
き
市
が
近
く
な
り
、
海
が
近
く
冬
で
も

晴
れ
の
日
が
多
く
、
気
持
ち
が
楽
に
な
り
ま
し
た
。

　

現
在
、
２
人
の
娘
た
ち
家
族
も
、
そ
れ
ぞ
れ
同

じ
水
戸
市
内
に
生
活
し
て
い
ま
す
。
お
陰
様
で
長

女
は
ピ
ア
ノ
教
室
を
再
開
し
、
母
も
高
齢
で
す
が

元
気
で
お
り
ま
す
。
私
は
、
時
折
、
か
つ
て
の
生
徒

さ
ん
と
近
況
に
つ
い
て
情
報
交
換
し
な
が
ら
、
こ
ち

ら
で
コ
ー
ラ
ス
グ
ル
ー
プ
に
参
加
す
る
な
ど
、
前
向

き
な
日
々
を
送
る
よ
う
心
掛
け
て
い
ま
す
。

●避難先●
　茨城県水戸市

（長塚一）

永田 美恵子 さん
ながた          みえこ

母・鈴木光子さんとともに母・鈴木光子さんとともに母・鈴木光子さんとともに
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故
郷
の
惨
事
は
約
400
キ
ロ
先

　

大
熊
町
内
の
計
装
試
験
を
行
う
会
社
に
勤
務
し

て
い
た
た
め
、
震
災
当
時
、
北
陸
電
力
㈱
志
賀
原

子
力
発
電
所
で
仕
事
を
し
て
い
ま
し
た
。
同
所
内

の
中
央
制
御
室
で
作
業
中
、
テ
レ
ビ
で
大
地
震
と

大
津
波
の
発
生
を
知
り
ま
し
た
。

　

特
に
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
か
ら
中
継
さ
れ
る
津
波
の

様
子
に
は
目
を
疑
い
ま
し
た
。
長
年
、
消
防
団
活

動
を
行
う
中
で
、
防
災
訓
練
に
も
参
加
し
て
き
ま

し
た
が
、
こ
う
し
た
規
模
の
津
波
は
想
定
に
な
く
、

電
話
も
繋
が
ら
な
い
中
、
家
族
の
安
否
を
非
常
に

心
配
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
、
福
島
第
一
原

発
の
電
源
喪
失
と
冷
却
不
能
が
伝
え
ら
れ
、
状
況

が
良
い
方
向
に
進
ん
で
い
な
い
と
感
じ
ま
し
た
。

　

発
災
翌
日
、
妻
ら
と
連
絡
が
取
れ
、
無
事
を
知
っ

た
と
き
に
は
安
心
し
ま
し
た
。
そ
の
数
日
後
、
神

奈
川
県
内
の
親
類
宅
で
家
族
と
再
会
で
き
ま
し
た
。

私
よ
り
「
双
葉
の
人
」
っ
ぽ
く
な
れ
た
妻

　

私
は
、
高
校
卒
業
後
、
都
会
へ
の
憧
れ
も
あ
り

就
職
の
た
め
東
京
に
出
ま
し
た
。
若
か
っ
た
せ
い

も
あ
り
、
自
由
な
都
会
暮
ら
し
を
満
喫
し
て
い
た

中
、
体
調
を
崩
し
入
院
し
ま
し
た
。
ま
さ
に
、
こ

れ
が
「
怪
我
の
功
名
」
で
、入
院
先
の
看
護
師
だ
っ

た
妻
と
出
会
い
結
婚
し
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、昭
和
61
年
、夫
婦
で
双
葉
町
に
Ｕ
タ
ー

ン
し
ま
し
た
。私
は
故
郷
に
戻
っ
た
だ
け
で
す
が
、

都
会
育
ち
の
妻
に
と
っ
て
は
、
水
田
か
ら
聞
こ
え

る
カ
エ
ル
の
鳴
き
声
か
ら
汲
取
式
便
所
ま
で
、
生

活
環
境
に
慣
れ
る
の
が
大
変
だ
っ
た
よ
う
で
す
。

　

し
か
し
、
長
女
が
幼
稚
園
に
通
う
よ
う
に
な
っ

て
、い
わ
ゆ
る
「
マ
マ
友
」
が
で
き
交
流
が
始
ま
っ

た
こ
と
が
縁
で
、
Ａ
コ
ー
プ
双
葉
店
で
の
パ
ー
ト

勤
務
や
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
に
参
加
し
た
り
す
る
よ

う
に
な
り
、
子
ど
も
た
ち
が
成
長
し
て
か
ら
は
、

看
護
師
と
し
て
双
葉
厚
生
病
院
に
勤
務
し
て
い
ま

し
た
。
そ
し
て
い
つ
の
間
に
か
、
私
よ
り
「
双
葉

の
人
」
ら
し
い
存
在
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

故
郷
で
の
マ
イ
ホ
ー
ム
生
活
は
13
年

　

私
た
ち
夫
婦
は
、
互
い
に
借
家
住
ま
い
で
育
っ

て
き
た
こ
と
も
あ
り
、
自
分
た
ち
の
家
を
持
つ
こ

と
は
目
標
の
よ
う
な
も
の
で
、
平
成
10
年
に
念
願

の
マ
イ
ホ
ー
ム
を
建
て
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
終
の
棲
家
と
し
て
、
子
ど
も
や
孫
に
囲

ま
れ
た
老
後
を
迎
え
る
こ
と
な
く
、
完
成
後
13
年

目
で
の
避
難
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

避
難
後
も
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動

　

平
成
26
年
末
、
加
須
市
に
自
宅
が
完
成
し
ま
し

た
。
私
は
仕
事
の
関
係
で
、
平
日
は
川
崎
市
内
で

単
身
赴
任
生
活
を
し
て
い
ま
す
が
、
当
初
避
難
し

た
神
奈
川
県
内
や
、
加
須
市
内
の
避
難
者
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
活
動
に
は
可
能
な
限
り
参
加
し
て
い
ま

す
。
活
動
に
集
ま
る
の
は
高
齢
者
が
多
い
た
め
、

私
は
若
者
の
部
類
で
す
が
、
避
難
生
活
で
孤
独
を

感
じ
る
方
が
少
し
で
も
減
っ
て
も
ら
え
れ
ば
と
い

う
思
い
で
顔
を
出
す
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

●避難先●
　埼玉県加須市

（長塚一）

渡辺 一政 さん
わたなべ      かずまさ

孫・関根誠人くん（２歳・長女の子）とともに孫・関根誠人くん（２歳・長女の子）とともに孫・関根誠人くん（２歳・長女の子）とともに
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「
ス
ケ
ボ
ー
少
年
」
が
始
ま
り

　

小
学
生
の
頃
か
ら
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
が
好
き
で
、

ス
ケ
ボ
ー
で
の
登
下
校
を
は
じ
め
、
時
間
と
場
所
さ

え
あ
れ
ば
、
ス
ケ
ボ
ー
に
興
じ
る
日
々
を
送
っ
て
い

ま
し
た
。
海
水
浴
場
、
図
書
館
や
役
場
前
の
駐
車
場

な
ど
、
双
葉
町
内
に
は
、
周
囲
を
気
に
す
る
必
要
が

無
い
数
多
く
の
「
ス
ケ
ボ
ー
適
地
」
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
そ
う
し
た
ス
ケ
ボ
ー
に
描
か
れ
た
フ
ァ

イ
ン
ア
ー
ト
に
も
興
味
を
持
つ
よ
う
に
も
な
り
、

そ
れ
が
、
デ
ザ
イ
ナ
ー
と
い
う
職
業
に
就
く
き
っ

か
け
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

都
会
志
向
が
強
か
っ
た

　

地
元
に
は
、
フ
ァ
イ
ン
ア
ー
ト
や
ボ
ー
ダ
ー
文

化
に
つ
い
て
の
雑
誌
を
置
い
て
い
る
書
店
も
無
く
、

そ
う
し
た
こ
と
に
馴
染
み
も
無
く
、
私
の
趣
味
嗜

好
が
通
じ
な
い
と
い
う
環
境
に
、
故
郷
に
退
屈
さ

を
感
じ
都
会
志
向
を
持
つ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

双
葉
高
校
を
卒
業
し
て
か
ら
、
仙
台
市
内
の
デ

ザ
イ
ン
専
門
学
校
を
経
て
、
東
京
都
内
の
デ
ザ
イ

ン
会
社
に
就
職
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
縁
あ
っ
て

キ
ャ
ン
ド
ル
・
ジ
ュ
ン
氏
の
事
務
所
に
移
籍
し
、

震
災
後
に
独
立
し
、現
在
は
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
で
す
。

震
災
で
見
つ
め
直
し
た
故
郷

　

転
籍
後
、
新
潟
県
中
越
地
震
が
発
生
し
、
ジ
ュ

ン
氏
ら
と
と
も
に
支
援
活
動
を
行
い
ま
し
た
が
、

ま
さ
か
そ
れ
か
ら
10
年
も
経
た
な
い
う
ち
に
、
故

郷
が
震
災
に
遭
う
と
は
思
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

発
災
後
、
兄
弟
と
協
力
し
て
両
親
ら
の
避
難
を

手
伝
う
こ
と
や
、
被
災
地
支
援
を
行
う
法
人
の
立

ち
上
げ
に
も
参
加
し
、
双
葉
町
に
支
援
を
申
し
出

た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
県
外
避
難
と
い
う
特

殊
性
も
あ
り
、
当
初
、
町
の
ニ
ー
ズ
に
合
う
支
援

は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
ダ
ル
マ
市
へ

の
協
力
な
ど
を
通
し
て
、
再
び
、
故
郷
の
皆
さ
ん

と
直
接
の
繋
が
り
を
持
つ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

故
郷
の
誇
り
を
忘
れ
な
い
た
め
に

　

一
刻
も
早
く
都
会
に
出
た
い
と
町
を
離
れ
ま
し

た
が
、
震
災
に
よ
っ
て
再
び
故
郷
と
向
き
合
い
、

か
つ
て
「
退
屈
」
と
感
じ
て
し
ま
っ
て
い
た
故
郷

を
、
よ
り
良
い
存
在
に
し
た
い
と
い
う
気
持
ち
が

芽
生
え
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
町
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
親
し
ま
れ
て

い
る
双
葉
ダ
ル
マ
に
、「
未
来
を
照
ら
す
」
と
い

う
意
味
を
込
め
、
町
の
復
興
と
未
来
を
創
る
シ
ン

ボ
ル
と
し
て
、
双
葉
ダ
ル
マ
が
絵
付
け
さ
れ
た
提

灯
を
提
案
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
取
り
組
み
は
、
い
く
つ
か
の
段
階
や
方
向

性
で
の
ア
ク
シ
ョ
ン
を
予
定
し
て
い
ま
す
が
、
す

で
に
、
賛
同
す
る
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
よ
る
絵
付
け

作
品
の
展
示
や
、
町
立
学
校
で
の
絵
付
け
教
室
の

開
催
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
様
々
な
展
開
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
が
、
こ
の
活
動
を
通
し
て
、
一
人
で
も
多

く
の
方
が
、
故
郷
・
双
葉
町
の
誇
り
を
忘
れ
ず
、
将

来
へ
の
希
望
に
つ
な
げ
ら
れ
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

●居住先●
　東京都世田谷区

（長塚一）

須賀 大輔 さん
すが          だいすけ
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－ 

編
集
後
記 

－

　ぼくの将来の夢は、プロ野球選手です。なりたい理由は、ぼくは小学
４年生の時に野球を習い始め、その楽しさを知ったからです。
　すごいバッターや１００キロ以上の早いボールを投げる人がいます
が、中学生、高校生でその人たちを抜かしたいです。夏の高校野球やプ
ロ野球を見て「うまいな」「すごいな」と思う人のバッティングや守備
を真似してもっとうまくなりたいです。
　でも、それ以上にこれからの野球人生では、努力して福島県で毎年甲
子園に出場している聖光学院に入学し、甲子園に出て、ドラフト１位で
プロ野球選手になりたいです。

双葉町民ボウリング大会に参加した、
左から榎内藤吉さん（羽鳥）、八島勝
喜さん（下条）、山口清一さん（三字）
の笑顔です。

（寺松）いわき市立泉小学校　６年　　　　　　　　くん五
い が ら し

十嵐　海
か い り

凜

　

震
災
か
ら
６
年
と
な
る
３
月
を
迎
え
ま
し
た
。
皆
さ
ま
様
々
な
気
持
ち

で
３
月
11
日
を
迎
え
ら
れ
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
い
く
ら
避
難
先
で
の
生
活

が
長
く
な
り
落
ち
着
い
た
と
言
っ
て
も
、
双
葉
町
で
の
生
活
を
忘
れ
る
こ
と

は
決
し
て
あ
り
ま
せ
ん
。
震
災
で
亡
く
な
ら
れ
た
方
、
双
葉
町
へ
帰
る
こ
と

が
叶
わ
ず
に
避
難
先
で
亡
く
な
ら
れ
た
方
々
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す
。

　

今
月
の
表
紙
は
、
加
須
市
で
行
わ
れ
た
「
ふ
た
ば
ス
マ
イ
ル
ア
ッ
プ
体

操
講
習
会
」
の
様
子
で
す
。
初
め
て
行
う
方
に
は
少
し
難
し
い
動
き
で
す

が
、
参
加
し
た
皆
さ
ん
は
と
て
も
意
欲
が
あ
り
、
講
師
の
先
生
方
の
動
き

を
真
似
し
な
が
ら
と
て
も
楽
し
そ
う
に
体
を
動
か
し
て
い
ま
し
た
。
約
１

時
間
の
講
習
会
で
良
い
汗
を
流
し
、
最
後
の
ポ
ー
ズ
の
場
面
で
は
写
真
で

も
わ
か
る
よ
う
に
と
て
も
素
敵
な
笑
顔
が
あ
ふ
れ
ま
し
た
。

　

冬
の
間
は
寒
く
て
体
を
動
か
す
こ
と
が
億
劫
に
な
り
、
運
動
不
足
の
方

も
多
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
少
し
ず
つ
暖
か
い
日
が
増
え
て
き
ま

し
た
の
で
、
散
歩
な
ど
に
出
か
け
て
春
の
気
配
を
感
じ
て
み
た
り
、
気
分
転

換
に
ス
マ
イ
ル
ア
ッ
プ
体
操
を
し
て
み
た
り
し
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
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